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開催期間は、平成29年 6 月21日から 7 月19日の毎
























































































年 齢 は50歳 代 が 3 名（8.6%）、60歳 代 が11名




参加率は、第 1・2 回が33名（94.3%）、第 3・4 回







合わせると、第 1・2 回は31名（93.9%）、第 3・4 回
は32名（100%）、第 5・6 回は32名（94.1%）、第 7・
8 回は28名（93.3%）、第 9・10回は34名（100%）で
あった。「あまり適切ではない」と回答した者は、第




わせると、第 1・2 回は31名（94.0%）、第 3・4 回は









2 回は31名（93.9%）、第 3・4 回は32名（100%）、第








　 n（%） n（%） n（%） n（%） n（%） n（%）
第1・2回（N=33） 24（72.7） 7（21.2） 1（3.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（3.0）
第3・4回（N=32） 27（84.4） 5（15.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第5・6回（N=34） 26（76.5） 6（17.6） 0（0.0） 1（2.9） 0（0.0） 1（2.9）
第7・8回（N=30） 27（90.0） 1（3.3）　 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 2（6.7）




いえない やや分かりにくい 分かりにくい 無回答
　 n（%） n（%） n（%） n（%） n（%） n（%）
第1・2回（N=33） 22（66.7） 9（27.3） 0（0.0） 2（6.1） 0（0.0） 0（0.0）
第3・4回（N=32） 24（75.0） 8（25.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第5・6回（N=34） 27（79.4） 6（17.6） 0（0.0） 1（2.9） 0（0.0） 0（0.0）
第7・8回（N=30） 26（86.7） 3（10.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（3.3）


























いえない あまり満足しない 満足しない 無回答
　 n（%） n（%） n（%） n（%） n（%） n（%）
第1・2回（N=33） 23（69.7） 8（24.2） 1（3.0） 1（3.0） 0（0.0） 0（0.0）
第3・4回（N=32） 25（78.1） 7（21.9） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第5・6回（N=34） 29（85.3） 5（14.7） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第7・8回（N=30） 22（73.3） 7（23.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（3.3）











































































































































































































































































































Additional…analysis…resulted…in…the…emergence…of…eight…categories: a fruitful and interesting theme fit with the 
time; a class to be able to attend while enjoying; the desire for wide-ranging and comprehensive content that 
could only be provided by an event held by a university; the lack of consideration for the elderly, who are the 
target audience; an opportunity to reevaluate one’s own current health and lifestyle; a deeper understanding 
of the knowledge required to maintain one’s health; the motivation to make the effort to create a life, as well 
as lifestyle, that is suitable; and an opportunity to meet people with whom and from whom one can learn.








The outcome and potential issues pertaining to an open college offering
─Assessment…of…the…implementation…of…a…module…aimed…at…successful…aging─
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